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C001 　在宅患者訪問診療料（１日につき）

　　（注の追加） 　点数マスタの追加を行う
　　注２　保険医療機関が、診療に基づき、患者の急性増悪等により一時的 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　に頻回の訪問診療を行う必要性を認め、計画的な医学的管理の下に、
　　　　居宅において療養を行っている患者であって通院が困難なものに対
　　　　して訪問診療を行った場合は、注１の規定にかかわらず、１月に１
　　　　回に限り、当該診療の日から１４日以内に行った訪問診療について
　　　　は１４日を限度として算定する。

　　注４　在宅で死亡した者ついて１月以上にわたりターミナルケアを行っ
　　　　た場合は、在宅ターミナルケア加算として、所定点数に１２００点
　　　　を加算する。

C003 　在宅末期医療総合診療料（１日につき）

　　（点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　１　保険薬局において調剤を受けるために処方せんを交付する場合 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５００点　　→　　１４９５点
　　２　１以外の場合　　　　　　　　　１７００点　　→　　１６８５点

C004 　救急搬送診療料

　　（注の変更）
　　注１　患者を救急用の自動車等で保険医療機関に搬送する際、診療上の
　　　必要から、当該自動車等に同乗して診療を行った場合に算定する。

　

平成１４年度診療報酬改定対応
日医標準レセプトソフト
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　在宅療養指導管理料

　　（通則の変更）
　　　３　退院した患者に対して退院の日から１月以内に行った指導管理の　
　　　　費用は算定しない。
　　　４　入院中の患者に対して退院時に本節各区分に掲げる在宅療養指導
　　　　管理料を算定すべき指導管理を行った場合においては、各区分の規
　　　　定にかかわらず、当該退院の日に所定点数を算定できる。

　　　３　入院中の患者に対して退院時に本節各区分に掲げる在宅療養指導
　　　　管理料を算定すべき指導管理を行った場合においては、各区分の規
　　　　定にかかわらず、当該退院の日に所定点数を算定できる。この場合
　　　　において、当該退院した患者に対して行った指導管理（当該退院し
　　　　た日の属する月に行ったものに限る。）の費用は算定しない。
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C101 　在宅自己注射指導管理料

　　（項目の統合） 　点数マスタの変更及び追加を行う
　 　　１　保険薬局において調剤を受ける 　＊点数マスタ更新データの提供を行う

　　　ために処方せんを交付する場合　　８２０点　　　　
　　２　１以外の場合　　　　　　　　　９５０点

　　（注の変更）
　　注１　　　　
　　　　省略

　　（注の追加）
　　注５　注入器用の注射針を処方した場合は、所定点数に次の点数を加算
　　　　する。
　　　　イ　治療上の必要があって、１型糖尿病若しくは血友病の患者又は
　　　　　これらの患者に準ずる状態にある患者に対して処方した場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６０点
　　　　ロ　イ以外の場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０点

C102 　在宅自己腹膜灌流指導管理料

　　（加算点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　注２　紫外線殺菌器又は自動腹膜灌流装置を使用した場合は、所定点数　　 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　にそれぞれ３６０点又は２５００点を加算する。
　　　　（紫外線殺菌器　　　　　　　４００点　　　→　　　３６０点）　
　　　　（自動腹膜灌流装置　　　　２７００点　　　→　　２５００点）

　→　　８２０点
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C103 　在宅酸素療法指導管理料

　　（加算点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　注２ 酸素ボンベを使用した場合は、所定点数に３９５０点を加算する。 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　（酸素ボンベ　　　　　　４５００点　　　→　　　３９５０点）

　　　３　酸素濃縮装置を使用した場合は、所定点数に４６２０点を加算す
　　　　る。ただし、この場合において注２に規定する点数は加算できない。
　　　　（酸素濃縮装置　　　　　５５００点　　　→　　　４６２０点）

　　　４　携帯用酸素ボンベを使用した場合は、所定点数に９９０点を加算
　　　　する。

　 　　　　（携帯用酸素ボンベ　　　１２００点　　　→　　　　９９０点）

　　　５　設置型液化酸素装置又は携帯型液化酸素装置を使用した場合は、
　　　　所定点数にそれぞれ４３２０点又は９９０点を加算する。
　　　　（設置型液化酸素装置　　４８００点　　　→　　　４３２０点）
　　　　（携帯型液化酸素装置　　１２００点　　　→　　　　９９０点）

C107 　在宅人工呼吸指導管理料

　　（加算点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　注２　気管切開口を介した陽圧式人工呼吸器、鼻マスク若しくは顔マス　 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　クを介した人工呼吸器又は陰圧式人工呼吸器を使用した場合は、所
　　　　定点数にそれぞれ６８４０点、５９３０点又は３０００点を加算す
　　　　る。
　　　　気管切開口を介した陽圧式人工呼吸器　　
　　　　　　　　　　　　　　　　７６００点　　　→　　　６８４０点
　　　　鼻マスク若しくは顔マスクを介した人工呼吸器
　　　　　　　　　　　　　　　　６０００点　　　→　　　５９３０点
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C107-2 　在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料

　　（加算点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　注２　経鼻的持続陽圧呼吸療法治療器を使用した場合は、所定点数に１ 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　　　２１０点を加算する。
　　　　（経鼻的持続陽圧呼吸療法治療器　１３００点　→　１２１０点）

C112 　（新設） 　点数マスタの追加を行う
　　　在宅気管切開患者指導管理料　　　　　　　　　　　　　　９００点 　＊点数マスタ更新データの提供を行う

　　注１　気管切開を行っている患者であって入院中の患者以外の患者に対
　　　　して、在宅における気管切開に関する指導を行った場合に算定する。
　　注２　人工鼻を使用した場合は、所定点数に１５００点を加算する。

老健 　寝たきり老人在宅総合診療料

　　（点数の見直し） 　点数マスタの変更を行う
　　　イ　院外処方せんを交付する場合　　２３００点　→　　２２９０点 　＊点数マスタ更新データの提供を行う
　　　ロ　院外処方せんを交付しない場合　２６００点　→　　２５７５点

　　（２４時間連携体制加算の見直し）　
　　注５　別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして都　
　　　　道府県知事に届け出た寝たきり老人在宅総合診療料届出保険医療機
　　　　関が、在宅寝たきり老人等に対して、当該基準による寝たきり老人
　　　　在宅総合診療を行った場合は、当該基準に係る区分に従い、次に掲
　　　　げる点数を、それぞれ２４時間連携体制加算として所定点数に加算
　　　　する。
　　　　イ　２４時間連携体制加算（Ⅰ）　１６００点　→　　１４００点
　　　　ロ　２４時間連携体制加算（Ⅱ）　１４００点　→　　１４００点
　　　　ハ　２４時間連携体制加算（Ⅲ）　　４１０点　→　　　４１０点
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老健 　寝たきり老人訪問診療料（１日につき）
　
　　（廃止）
　　在宅患者訪問診療料に統合
　　　

老健 　寝たきり老人末期訪問診療料（１日につき）

　　（廃止）
　　在宅患者訪問診療料に統合

老健 　寝たきり老人訪問指導管理料

　　（注の変更）
　　注５　医科点数表第２章第２部第２節の各区分に掲げる在宅療養指導管
　　　　理（退院前在宅療養指導管理を除く。）を受けている患者に対して
　　　　行った指導管理の費用は、それぞれの指導管理料に含まれるものと
　　　　する。

老健 　６　寝たきり老人処置指導管理料

　　（廃止）
　　在宅寝たきり患者処置指導管理料に統合

老健 　（第２部の全体の注の変更)

　　寝たきり老人訪問診療料等の廃止に伴う改正
　　（省略）
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